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リ ポ ー ト

①

② ③
　

　令和２（2020）年８月に明治記念大磯邸園の構成建造物である旧大隈重信別邸・旧古河別邸と陸奥宗
光別邸跡・旧古河別邸を町指定有形文化財に指定しました。令和２年 11 月３日には同園の第１期開園
が始まり、建物の中には入れませんが、現在、邸宅や庭園を見学することができます。
　写真①　明治記念大磯邸園エントランス　　　　　　　写真②　旧大隈重信別邸・旧古河別邸の玄関
　写真③　陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸の玄関　　　　　　　               ※写真協力：国営昭和記念公園事務所
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旧大隈重信別邸・旧古河別邸と陸奥宗光別邸跡
・旧古河別邸を大磯町指定有形文化財に指定

　国土交通省関東地方整備局、神奈川県、大磯町で
は、「明治 150 年」関連施策の一環として、大磯町
東小磯、西小磯に位置する伊藤博文邸跡（旧滄浪閣）

等の建物群及び緑地を「明治記念大磯邸園」として
整備する事業を進めています。
　明治記念大磯邸園の計画区域には伊藤博文、大隈
重信、陸奥宗光、西園寺公望の４名のゆかりの建物
が現存しています。活用名称は、各邸宅の歴史的経
過を踏まえ、「旧滄浪閣（伊藤博文邸跡・旧李王家別

邸）」、「旧大隈重信別邸・旧古河別邸」、「陸奥宗光
別邸跡・旧古河別邸」、「西園寺公望別邸跡・旧池田
成彬邸」と名付けられています。このうち、大磯町
指定有形文化財は「旧滄浪閣（伊藤博文邸跡・旧李王

家別邸）」の１件のみでしたが、令和２（2020）年
８月 21 日に「旧大隈重信別邸・旧古河別邸」と「陸
奥宗光別邸跡・旧古河別邸」が町指定有形文化財に
指定されました。
　「旧大隈重信別邸・旧古河別邸」は、明治 30（1897）

年に大隈重信が別荘として購入し、明治 34 年に古
河家に継承された建物です。外観等に改造が施され
たものの、大広間、北座敷、神代の間の３棟を中心
に大隈別邸当時の建築が現存しています。構造およ
び内部は当初の趣をよく伝え、雁行型の配置や銘木
を使いながらも落ち着いた設えに、海浜別荘らしい
特徴がみられます。創建は明治 30 年よりさらに遡
る可能性があり、海浜別荘地・大磯の草創期の別荘
建築として貴重であることから指定されました。

　また、「陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸」は、外務
大臣を務めた陸奥宗光の別邸を譲り受けた古河家
が、関東大震災後による倒壊後、その跡地に昭和５

（1930）年に上棟した建物です。葛西田中建築事務
所の設計による瀟洒な数寄屋風の住宅建築であり、
海浜別荘らしい平面・設備を特徴とし、造作の質も
極めて高いです。昭和初期の屈指の近代和風建築で
あり、敷地・庭園も合わせて昭和初期の姿をよく留
める貴重な別荘遺構と評価できることから指定され
ました。
　「旧大隈重信別邸・旧古河別邸」、「陸奥宗光別邸跡・
旧古河別邸」の指定名称は活用名称とは異なり、「旧
大隈重信別邸・旧古河別邸１棟 附 敷地２筆」、「旧
古河別邸（陸奥宗光別邸跡）１棟 附 敷地２筆」と、
２件とも敷地を含んでいます。これは大隈、陸奥の
存命時の明治期から地割が保存されているととも
に、海浜別荘地として、海岸そばに存在しているこ
とが文化財的に重要と考え、附指定としたものです。
　今回の指定により町指定有形文化財（建造物）は、
鴫立庵、旧島崎藤村住宅、旧滄浪閣の３件から５件
に増えました。歴史的建造物の指定件数が増えると
ともに、令和２年 11 月３日には明治記念大磯邸園
の第１期開園が始まり、明治、大正、昭和の時代の
様相を概観し、雰囲気が感じられる町としての整備
が進められています。
＜引用・参考文献＞

国土交通省関東地方整備局（2020）『明治記念大磯邸宅

園邸宅保存活用計画（案）中間とりまとめ』　
（生涯学習課／北水慶一）

旧大隈重信別邸・旧古河別邸（写真協力：国営昭和記念公園事務所） 陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸（写真協力：国営昭和記念公園事務所）
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はじめに

　 郷 土 資 料 館
の 常 設 展 示 室
の 奥 壁 に は 明
治 27（1894）

年 発 行 の『 神
奈 川 県 大 磯 明
細全図』（図１）

が 拡 大 展 示 さ
れ て い ま す。
そ の 右 端 上 部
に は「 高 麗 温
泉 」 と い う 文

字がみえます。ちょうど現在の国道１号線、生涯
学習館入口の看板がある信号機を 100 ｍほど北に
入った東側に位置しています。拡大鏡で見ると、木
造２階建て、東西方向に棟を持つ建物とそれに直行
する建物が L 字形に配置されていて、前者の横に
は高い煙突状の工作物が、さらに西側には物置が附
随した平屋の建物を確認することができます。
　高麗温泉とは一体どのような施設だったのでしょ
うか。

文献に現れた高麗温泉

　高麗温泉に関する資料は、残念
ながら多くありません、と言うよ
りもいざ探してみるとほとんどあ
りませんでした。明治 40 年発行
の『 大 磯 誌 』 や 昭 和 31（1956）

年発行の『大磯町文化史』、郷土
史を研究された鈴木昇氏や高橋光
蔵氏の著書にも見つけることがで
きませんでしたが、漸く二つの文
献と新聞記事を見つけました。
　一つ目は「大磯の民俗（二）」で、

「高麗館（温泉）は、岩代国（福島県）

信夫郡高湯山温泉薬湯を製造し温

謎多き高麗温泉（１） 泉とした」と記されています（１）。
　その根拠は、おそらく図２の広告と思われます。
この広告の大意は、経営者の片野十七吉という人物
が高麗温泉を開業していたが、このたび内務省の許
可のもと、薬湯を製造し、リウマチから脚気に到る
50 余りの病に効能があると記されています。
　料金（湯銭）は大人一度入が一銭五厘、一日入が
八銭、小人は一度入一銭で一日入が五銭となってい
ます。場所が花水川に近いことから、大磯駅と平塚
駅の汽車の時刻表もあります。残念ながら広告には
年号がみられませんので、いつ頃のものか不明です。
しかし、広告に掲載されている時刻表を調べてみる
と、明治 32 年２月～明治 33 年５月までの時刻表
と同じでした。この広告が作られた時期が絞られて
きました。明治 31 年当時はもり蕎麦やかけ蕎麦の
値段が１銭８厘ですので、概ね蕎麦一杯が入浴料と
言えるでしょう（２）。
　また、同書の「住まいの伝承」の中では、「高麗館
という銭湯があった。それがなくなってから平塚の
柳町の風呂屋に行った。」という記述がみられます（３）。
話者は明治 44 年生まれの男性で、調査時（平成７年）

は 83 歳、残念ながらいつ頃の話か不明ですが、少な
くとも大正～昭和の範囲内と考えられます。
　もう一つは、田中敏三氏が昭和 63 年に出版した

『磯の苔』という本です（４）。著者が少年時代に体験
したり、見聞したことをまとめたものですが、その
中に「花水川付近」という一節があります。大正
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図２ 高麗温泉広告の翻刻（■は判読不能文字）

図１『神奈川県大磯明細全図』の高麗温泉
            周辺（丸囲内が高麗温泉付近）
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11（1922）年頃の話として、「私が子供の頃であった、
いまの青少年会館の入り口の前に高麗館という簡易
宿があって其の裏庭には鉄鉱泉が湧き出ている池が
あり、鉄鉱泉であるから水は黒ずんでいて、この水
で風呂を沸し、入浴すると大変温まり神経痛にきく
ので、私も母につれられ高麗館に行ったことがあっ
た。そして昼になれば食事もできた。」とあります。
いつ頃の出来事かを想定してみると、著者は本を刊
行した昭和 63 年当時で 93 歳であったので、逆算
すると明治 28 年生まれ、大正 11 年頃は 27 歳前後、
さらに子供の頃とは大雑把に10歳前後だろうから、
話の内容は明治38年前後かそれ以前と思われます。
高麗館を利用し、高麗温泉の湯に浸かったことを記
録した唯一の証人と言えます。
　このように、二つの文献からわかることは、高麗
温泉は、薬湯を製造して温泉としていた以前から開
業しており、地元の方の中には「銭湯」という認識
もあったようです。
　また、場所は現在の生涯学習館の東側で、鉄鉱泉
が湧き出し、高麗館では入浴は勿論、食事もできた
こともわかりました。現代版日帰り温泉だったので
はないでしょうか。
　一方、大正３年９月 18 日の横浜貿易新報には、

「九十円の無銭飲食（大磯町高麗温泉宿高麗館に投宿）」
という記事があります（５）。高麗館にとっては残念
な出来事でしたが、この時期まで確実に営業してい
たという証拠にもなります。また、「投宿」とは現
代風に言えば「宿泊」ですから、高麗館は単なる日
帰り温泉施設ではなく、宿泊できる温泉旅館であっ
たことがわかります。記事の内容は、４人で「宿泊
料としては一文も支払わず、飲食料のみ」で 90 余
円の無銭飲食をしたことになっています。
　当時一泊の料金が幾らしたのか不明ですが、大正
７年の公務員の初任給が 70 円ということから考え
ても１泊、２泊ではなく一定期間滞在していたもの
と思われます（６）。

高麗温泉のゆくえ

　高麗温泉は、明治 27 年発行の『神奈川県大磯明
細全図』に初めて登場しますが、それ以前の例えば、

明治 21 年の『相陽大磯駅全図』や明治 24 年の『相
陽大磯一覧之図』にはその姿をみることはできませ
ん。描き損じる場合もありますので、この辺は何と
も結論が出せませんが、少なくとも明治 27 年以前
から存在していたことは確実です。
　開業当初の姿はわかりませんが、田中氏の言うよ
うに山から流れ出る鉄鉱泉を沸かして利用していた
のかも知れません。そして、その後内務省の許可を
取り薬湯を製造して一層の発展を計画し、宣伝広告
を作成したのが明治 32 年～ 33 年頃です。営業状
況はわかりませんが、大正３年の新聞記事を最後に、
足取りは途絶えてしまいました。現在、その周辺は
宅地化し、往時を偲ぶものはありませんが、Ｓ氏宅
前には、かつて高麗館にあったといわれている「お
稲荷さん」がひっそりと佇んでいます。

おわりに

　高麗温泉の探求はこれで終わったわけではありま
せん。まだ始まったばかりです。今振り返ってみま
すと、鈴木昇氏はじめ多くの郷土史を研究された
方々に接していながら、近現代の事象についてその
多くを聞き逃してしまったことは痛恨の極みです。
先人の研究成果と私の拙い記憶を記録化し、次の世
代につなげて行こうと奮闘しております。
　今回はコロナ禍の中、高麗地区の皆様方には大変
お世話になりました。紙面を借りてお礼申し上げま
すとともに、新たな情報のご提供をお願いできれば
と思います。
註

（１）大磯町 1998 「大磯の民俗（二）－大磯・東町・高

麗地区－」『大磯町史民俗調査報告書』五　Ｐ 136

（２）週刊朝日編 1988 『値段史年表―明治・大正・昭和―』

Ｐ 67

（３）前掲、「大磯の民俗（二）」P176

（４）田中敏三 1988 『磯の苔』Ｐ５

（５）大磯町 2005 「横浜貿易新報　大正編」『大磯町史新

聞記事目録』第 2 集　Ｐ 25 
（６）前掲、『値段史年表』Ｐ 114

（当館学芸員／鈴木一男）
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二宮町の米穀商石塚商店について

はじめに

　郷土資料館（以下、当館）は多くの文献資料や古
文書を収蔵しており、その整理が日常的な業務の一
つとなっています。今回は、令和２（2020）年に整
理が完了した、「石塚家旧蔵資料」を紹介します。
　石塚家は、神奈川県中郡二宮町の東海道線二宮駅
前に店を構えていた米穀商です。取引先からは「石
塚商店」と呼ばれることが多いので、本稿も「石塚
商店」の呼称を用います。
　平成 17（2005）年に２回、石塚家より資料の寄
贈を受け、現在当館にて合計 1,179 点の資料を所
蔵しています。その内、約 1,000 点が石塚商店の
経営に関する資料で、残りが石塚家の私的な文書に
なります。
　石塚商店の経営に関する資料をさらに詳しく分類
しますと、商品の受領証や請求書などの証書類、商
品の取引に関する覚書類、商品の輸送に関する送状
や代金支払のための手形類、その他、取引店との書
簡や伝票・帳簿・メモ類も残っています。加えて、「石
塚家旧蔵資料」には、大正期から昭和初期の資料が
多く残されていますので、この資料群から戦前の二
宮町の歴史の一端を知ることができます。

石塚商店について

　石塚商店が取り扱っていた商品は、米・豆・麦・
落花生など食料品、炭・麬

ふ
などの燃料や飼料があり

ます。また、石塚商店は明治生命保険株式会社の二
宮代理店でもありました。
　石塚商店が使用していた社判には「相州二宮駅前
綿屋商店　米穀肥料落花生　石塚良之助」とありま
す。社判から石塚商店の主要取扱商品が米穀・肥料・
落花生であると分かります。
　石塚良之助とは石塚商店の店主に当たります。そ
のため、資料上は「石塚良之助商店」や「石良商店」
などと表記されることもあります。

石塚商店の商品取引について

　石塚商店の主要取引品目である米に絞って、当時
の取引の状況を見ていきます。今回取り上げるのは
岩代国郡山本町（現福島県郡山市）の米雑穀卸問屋
野田栄治商店との米の取引です (1)。
　商品は郡山で生産された郡山三等米 160 俵で、
大正 10（1921）年 11 月 24 日に郡山から石塚商店
へ向けて発送されました。最初に商品の輸送を行っ
たのが、郡山商品委託倉庫株式会社運送部で、鉄道
を利用し商品を小田原駅まで届けています。同駅か
らは日本運送株式会社取引店の小島運送店が商品を
取り扱いました。
　小島運送店は郡山三等米 160 俵の内、石塚商店
に 40 俵、残りを直接石塚商店の取引先に届けてい
ます。この取引先には、小田原町板橋の人がいるこ
とから、石塚商店は二宮町内だけでなく、近隣の町
村と幅広く取引していたことが分かります。
　一連の商品の取引及び配送が終わると、石塚商店
は小島運送店から運送状と受領証を受け取ります。
これらの書類は糊やピンで綴りにされて保管されて
いました。
　郡山三等米 160 俵の購入代金は、為替手形で支
払っており、商品発送の翌日 11 月 25 日に、野田
商店から石塚良之助へ為替手形が届いています (2)。
代金は 2,636 円 16 銭です。12 月１日迄に、関東
銀行を通じて郡山商業銀行に振り込むように指定さ
れています。石塚商店からの振り込みは、12 月５
日に行われていますので、支払期日に間に合っては
いませんが、これで商品取引が完了しました。
　こうした遠隔地との取引は、福島県郡山以外にも、
愛知県刈谷、千葉県松尾、新潟県新発田、熊本県高
瀬など日本各地の商店と行われています。
　一方、近隣の商店と取引をする場合は、遠隔地と
の取引と異なり、受領証などは使わず、簡単な覚書
で済まされることが多かったようです。

相州二宮廻米問屋組合について

　昭和９（1934）年４月に相州二宮廻米問屋組合が
発足します (3)。この同業者組合には、石塚良之助以
外に石塚滝三、添田春吉、田嶋峰吉、吉澤康が参加
していました。
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　この組合の目的は、同業者間の親善と共存共栄を
図るというものです。例えば、組合員の一人が取引
相手ともめ事を起こした場合、組合内で合議を行っ
た後、組合員と取引相手の調停を行うなど、安定し
た商品取引を目指していました。なお、取引相手に
誠意が無く問題が解決しない場合は、組合員一丸と
なって取引の停止などの強い措置を執るという取り
決めもありました。
　組合員の構成からして、おそらく二宮町の一部地
域に限定された組合だと思われますが、こうした同
業者によるコミュニティが、二宮町内に存在してい
たことが分かります。

生命保険代理店としての石塚商店

　石塚商店は、明治生命保険株式会社の代理店も営
んでおり、その経営に関する資料が残っています。

「神奈川明保会会員名簿」には、代理店名二宮とし
て石塚良之助の名前が記されています (4)。
　代理店の仕事は、生命保険の宣伝、被保険者との
契約更改、保険料の徴収などがあげられます。また、
月報と徴収した保険料の本社への送付、被保険者へ
の配当の送金も代理店の仕事でした。
　二宮代理店の営業成績は、所属する横浜支店管区
の中では中位から上位にいました。横浜支店管区に
は、134 の代理店特約店があり、その範囲は神奈
川県、東京府の一部、静岡県東部、山梨県です。
　昭和８年１月から 11 月までの二宮店の営業成績

（一ヶ月の新規契約獲得数）と、134 店中の順位を次
の表にまとめました (5)。

月 順位 新規契約高 月 順位 新規契約高
１月 ８位 ￥15,500 ７月 圏外 ￥０
２月 32 位 ￥3,000 ８月 圏外 ￥０
３月 圏外 ￥０ ９月 44 位 ￥2,000
４月 17 位 ￥16,000 10 月 圏外 ￥０
５月 16 位 ￥16,500 11 月 圏外 ￥０
６月 圏外 ￥０ ￥54,000

　9 月のように新規契約がほんの数件であっても、
上位に食い込めるので、前半の月は健闘しているこ
とが分かります。
　ちなみに、他店舗の成績は、昭和８年９月時点の

累計契約高が大磯店 8,000 円、小田原店 44,000 円、
平塚店 132,000 円であり、二宮店 54,000 円は比
較的優秀な成績でした。
　また、資料中には生命保険への加入を勧める広告
も残っています。店での商売や取引の際に、それら
の広告も一緒に渡していたのかもしれません。

おわりに

　当館が所蔵する「石塚家旧蔵資料」から、二宮町
の米穀商石塚商店の経営を見てきました。同商店の
商品取引の実態や二宮町の同業者組合、生命保険代
理店としての活動が分かりました。
　特に、資料群から遠隔地の商店とのやり取りや商
品流通の経過を追跡できることは、戦前の日本にお
ける商業の状況を知るうえで、役に立つものと考え
られます。
　こうした経営に関する資料の他に、例えば食料品
等生活必需品の領収証など、石塚家の生活にかかわ
る私的な資料も残されております。また、大正 12
年９月の関東大震災や、昭和２年４月の二宮駅前目
抜通りの大火の際の見舞状から、商売以外での商店
同士の繋がりを見て取れます (6)。
　以上から、二宮町の歴史の一端に触れることがで
きたと思います。「石塚家旧蔵資料」のように、地
域の歴史を示す未発見かつ貴重な資料が、二宮町や
大磯町にまだ残されているかもしれません。
註

（１）大磯町郷土資料館所蔵「石塚家旧蔵資料」391。以下、

「石塚家旧蔵資料」と省略する。

（２）「石塚家旧蔵資料」534

（３）「石塚家旧蔵資料」110

（４）「石塚家旧蔵資料」383

（５）「石塚家旧蔵資料」368

（６）「石塚家旧蔵資料」426、582

（当館学芸員／伊藤匠）
【表】二宮代理店の営業成績と管区内の順位



－　7　(336)　－

「大磯自然発見コーナー」の取り組みについて

　郷土資料館では
令和元（2019）年
度より、廻廊にお
いて、季節展示「大
磯 自 然 発 見 コ ー
ナー」を開設して
います。このコー
ナーでは県立大磯
城山公園や里山・
海など身近な自然
を知って、興味を
持っていただきた

いという思いから、大磯のタイムリーな自然の様子
を、実物などを使って紹介しています。
　令和２年度春には「虫たちの春」というテーマで、
この時期に次々に現れる身近な昆虫を紹介する展示
を考えていました。その展示の一環として、生きて
いるカブトムシの幼虫を展示する生体展示を行う予
定でした。
　なぜ生体展示を考えたかというと、生物を知るに
はやはり生きているものを観察することが一番だか
らです。今回の展示では普段土の中にいる幼虫の様
子を見ることができるようにしました。見る人は少
しずつ移動している幼虫を探す必要があります。能
動的な観察が、来館者にじっくり展示を見てもらう
ためのきっかけとなると考えました。
　展示に先駆けて、幼虫を飼育し準備を進めていま
したが、本展示は新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、６月 16 日～ 30 日までという短い期間
となり、さらに生体展示は飼育水槽に手が触れる可
能性があることから中止となりました。
　しかし、展示の企画を通して気づいたことがあっ
たので、生体展示を実施するうえでの留意点などを
紹介したいと思います。
　一つ目は「湿気」です。当館は多数の資料を展示
しており、資料によってはカビが発生するなどの影
響が出ます。今回の展示では展示場所が廻廊であり、
空間的に広く風通しが良いこと、また他の展示資料

とは展示室が分かれ、空間的に隔離されていること
から影響は少ないと考えました。ただし、飼育用腐
葉土の湿気については気になったため、経過観察を
することにしました。
　二つ目は「虫の発生」です。飼育には市販の飼育
マットを使用しましたが、万が一、腐葉土の中で虫
が発生しても飼育水槽から出ないように蓋を二重に
して間にガーゼを挟み、対応しました。
　三つ目は「土の中の幼虫の見せ方」です。土の中
の幼虫を観察できるよう、幅の狭い水槽で幼虫を飼
育しました。カブトムシは蛹

さなぎ
になる時には蛹

ようしつ
室とい

う 10㎝程度の楕円形の空間を作ります。蛹室の中
が見えると、幼虫が前

ぜんよう
蛹→蛹→成虫と変化していく

様子も観察できます。今回使用した水槽は幅９㎝で、
幼虫は見える時と見えづらい時がありました。また、
蛹室もガラス面に接していたものの、接する面が少
なかったため、よく見えるとは言えない状況でした。

　他館での展示状況を問い合わせたところ、そこで
は幅 5.5㎝の水槽を使用しており、今回当館で使用
した水槽と比べると幅が 3.5㎝も薄いものでした。
観察しやすくするためには水槽の幅を今の水槽より
もっと狭くする必要があります。
　また、予想以上にカブトムシの力が強く、羽化後
に蓋を壊してしまいました。蓋は通気穴を開けたり、
ガーゼを挟み込んだりするのに加工しやすいポリス
チレンの板を利用しましたが、素材については強化
が必要だということが分かりました。
　今後も試行錯誤を行い、来館者の興味を引きつけ、
自然と人を結びつけるような展示を心掛けていきた
いと思います。

（当館学芸員／村田聡美）

大磯自然発見コーナーの様子

生体展示予定だった水槽とカブトムシ
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化
けわい だ ん ご
粧団子について

─「三島弥彦日記」を手掛かりに─

化粧坂の団子屋

大磯町と縁が深い三島弥彦の日記を読んでいて、
「化粧団子」という文字が目に留まりました。この
言葉は彼が大磯に滞在した日に登場します。

化粧団子とは、その名の通り、化粧坂大踏切付近
にあった団子屋のことです。もっとも、大踏切は廃
止され、現在は竹縄架道橋という地下道になってい
ます。『大磯町史民俗調査報告五 大磯の民俗（二）』

（以降、『民俗』と略記）によると化粧団子は「明治五
年から昭和二十一年までやっていた。だんごは球体
で竹串に刺した。あんこと醤油の二種類があった」
そうです。
【図】は当時の様子が分かる絵葉書で、「化粧団子」

と書かれた看板（黒丸箇所）も見えます。また、右
側に鉄道施設の一部と思われる杭も写っています。

「三島弥彦日記」

三島弥彦は明治 19（1886）年に生まれ、昭和 29
（1954）年に亡くなった人物です。金栗四三と共に日
本初の五輪選手に選ばれました。平成 31（2019）年
放映のＮＨＫ大河ドラマ『いだてん』の中心人物とし
て描かれたため、ご存じの方も多いかもしれません。

また、三島家はかつて大磯に別荘を所有してい
た、この町とも関係が深い一家です。別荘の場所は
大磯駅の裏側、現在の簾田です。加えて、この三島
家の親戚に、大磯町名誉町民の吉田茂がいます。吉
田の妻雪子は弥彦の姪にあたる人物です。

さて、「化粧団子」は明治 41 年 6 月 24 日の日
記に現れます。二日前の 22 日、弥彦は友人 2 人と
旅行の話をしています。その流れで大磯行きを決
め、夜には大磯の別荘にいました。23 日は射的など、
24 日の朝は登山や海水浴をし、大磯を満喫してい
ます。そして海から戻り、その後に化粧団子を食べ
に行ったようです。
『民俗』によると、別荘は化粧団子にとって得意

先でした。三島弥彦の例は大磯の別荘文化が垣間見
えるものと言えるでしょう。
参考文献

大磯町『大磯町史民俗調査報告五　大磯の民俗（二）―
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（当館職員／温水基輝）【図】大磯八景　化粧坂の夜雨　みやけ版

郷土資料館・旧吉田茂邸の新型コロナウイルス感染症対策について
<皆さまへのお願い>
・次の方は、入館をご遠慮ください。
　発熱や咳などの症状があり、体調がすぐれない方
　過去 2 週間以内に感染が拡大している国や地域を訪問された方
・マスクの着用や咳エチケットをお願いします。
・来館の日時をご自身で記録してください。
・手洗いや消毒にご協力ください。

< 職員の対応 >
・  館内の状況によって、入館の制限をお願いする場合

があります。
・ 職員はマスクなどの感染防止のための装備を着用し

ます。
・館内を定期的に消毒します。
・換気のため、一部の窓を開けています。


